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参考資料１



て し  かが

弟子屈町について

知床

阿寒摩周

釧路湿原

・道東の中心に位置する
・基幹産業は観光と農業
・人口6,335人（2025年8月現在）
・町の65％が阿寒摩周国立公園に位置している

摩周湖、硫黄山、屈斜路湖
釧路川、温泉、森など

豊かな自然資源に恵まれた町



◉特定観光自然資源（高付加価値化利用）の利用事例
アトサヌプリトレッキングツアーについて

◉てしかがスタイルのエコツーリズム全体構想の現状と課題

◉釧路川源流域ネットワークガイド同士の連携について



アトサヌプリトレッキングツアーについて

特定観光自然資源（高付加価値化利用）の利用事例



アトサヌプリトレッキングツアーとは

北海道・弟子屈町にある活火山「硫黄山（アイヌ語で『裸の山』）」を認定ガイドとともに
歩く特別な体験型ツアー。

◉特徴
① 特定自然観光資源として保護される貴重なフィールド
硫黄山に点在する約1,500もの噴気孔と、噴気孔周辺の鮮やかな硫黄結晶は、国が定める「特定自然観光資源」に指定されて
おり、一般の立ち入りは禁止。認定ガイドの引率がある参加者だけが体験できる限定的ツアー。

②ガイドは「てしかがえこまち推進協議会」の認定を受け、火山の知識や歴史・植物などにも精通。ツアーでは噴気孔の迫力、
採掘の歴史を伝える遺構、山並みやカルデラの景観なども案内。

◉見どころ
熊落とし：ごつごつした火口の壁を目の前に見る迫力満点のポイント。
F1噴気孔：硫黄山の中でも最大級とされる噴気孔。立ち入り制限区域の中、ツアーだからこそ見ることができる景色。
歴史的遺構やカルデラ展望：旧釧路鉄道の線路跡、硫黄採掘の名残や、国立公園の広大な景観を堪能できる。

・1ガイド6名まで
・ツアー時間 約3時間 9:00/13:00
・料金 ￥13,000

※参加費の一部は環境保全やコース整備に充てる （2024年度 139,800円）
・主催：摩周湖観光協会





経過
・2000年 登山中に落石事故が発生。2人死亡。以後入山禁止となる。
・2014年9月 登山再開に向け関係機関と協議開始。
・2016年7月 阿寒(摩周)国立公園が国立公園満喫プロジェクトに選定。
・2016年11月 エコツーリズム全体構想認定地域に。
・2017年5月 実地調査登山開始。
・2019年5月 関係機関と登山再開の合意。
・2023年2月 「日本エコツーリズム大賞」受賞
・2023年 グリーンデスティネーション100に選出

◉利用者数
2019年 77名 （10/2～11/28）
2020年 70名 （9/22～11/8）
2021年 19件 75名 （7/24～11/3）
2022年 28件 176名 （6/9～11/4）
2023年 36件 172名 （5/20～10/29）
2024年 71件 233名 （5/18～11/3）
2025年 28件 110名 （5/17～7/31現在）



認定ガイド資格条件

・「てしかがえこまち推進協議会エコツーリズム推進部会」に所属
・「北海道アウトドアガイド資格」を有する
・「硫黄山学」の受講
（国立公園とエコツーリズム全体構想、気象学、火山学、リスクマネジメント、
消防署との実地講習）
・資格取得には実際のツアーに5回帯同が必要
・賠償責任保険に加入

2025年は認定ガイド6名



てしかがスタイルのエコツーリズム全体構想について
～現状と課題～



てしかがスタイルの
エコツーリズム推進全体構想 について

◉2008年 「てしかがえこまち推進協議会」発足
◉2012年 エコツーリズム全国大会 in てしかがを開催
◉2016年11月 
全国で8番目
北海道で初めての認定地域

◉2017年7月～2019年3月（隔月）
弟子屈広報に「全体構想通信」を掲載

◉2020年9月 改訂
・ モニタリング方法の変更
・  自然観光資源の「硫黄山」を細分化
・「硫黄山の噴気孔」を特定自然観光資源として指定し、立入制限を実施

推進団体は「てしかがえこまち推進協議会」
エコツーリズム推進部会を中心とした全体構想運営委員会



組織図
全体構想運営委員会

「環境チーム」「教育チーム」「広報チーム」
3チームに分かれて運用。

◉関係機関
・屈斜路カルデラふれあい推進協議会
・自然公園財団
・阿寒摩周国立公園運営協会
・屈斜路湖適正利用連絡協議会
・釧路川源流域ネットワーク
・ペンション民宿等ネットワーク
・てしかが森林組合
・津別町
・美幌町
・大空町
・小清水町

◉指導・助言・支援
・環境省川湯事務所
・林野庁根釧西部森林管理署
・釧路開発建設部河川事務所
・弟子屈消防署 川湯支所
・てしかが警察署
・国土交通省釧路運輸支局
・釧路振興局
・玉川大学



現状と課題

◉現状
・モニタリングの実施
釧路川源流・・・釧路川源流域ネットワーク
アトサヌプリトレッキングコース・・・てしかがトレイルクラブ
摩周岳登山道・・・てしかがトレイルクラブ

・特定自然観光資源を用いたツアーの実施
アトサヌプリトレッキングツアー



◉モニタリング
・釧路川源流
・期間 5月から10月（毎月1回）

水温や動物トンボ
「鏡の間」と呼ばれる湧き水ポイントの定点観察



■モニタリング（登山道）：  
1. 洗堀 1 （32cm） 43°32‘54.88“N 144°31’40.62”E  

※前回計測 32cm  

     

 

洗堀内部にピンクテープなし  

 

2.複線 1 （要経過観察） 43°32‘54.70“N 144°31’41.12”E 

大きな変化なし  ピンクテープなし 

      

3. 洗堀 2 （35cm） 43°32‘54.70“N 144°31’41.12”E  

「アトサヌプリモニタリング」 
5. 錦の丘の山側上部にある噴気孔 

   

◉モニタリング
・アトサヌプリトレッキングコース
・摩周岳登山道
・期間 5月から10月（毎月1回）

トレッキングコースの洗堀や噴気孔の変化



◉課題

・推進団体（えこまち推進協議会）の形骸化
・事務局（役場）機能の人手不足
・ボランティアで行う事の限界
・「エコツーリズム全体構想」自体がわかりにくい
・モニタリング手法の確立とデータベース化
・メリットを感じられない



釧路川源流域ネットワーク
ガイド同士の連携について



釧路川源流域ネットワークとは

◉ 1998年、カヌーのゴール地点問題から各事業者が集まり組織化。
「釧路川源流域ネットワーク」発足。

2024年現在会員数 19名（カヌーガイド15名）

◉主な活動
・年2回のゴミ拾い活動
・カヌー発着所の草刈や整備
・地元消防署や警察署との連携
・上級救命講習
・リバーレスキュー講習
・地域ルールの作成や検証
・フィールドのモニタリング
・地域貢献（教育委員会との連携）
・倒木検証など



・釧路川源流部をカナディアンカヌーで下るツアー。
森と湿地帯の中をゆっくり下る。
水の透明度が高いので魚が泳ぐ姿を見たり野生動物に
出会うこともある。

釧路川源流カヌーツアー

・コース
みどり橋コース（約3㎞）1時間半
￥6,000（一人）
びるわ橋コース（約8㎞）2時間半
￥10,000（一人）
※時間とガイド料は各社で若干異なる。

・ガイドカンパニー（町内）12社（主に個人事業）

・カヌーガイド 17名



◉1991年地元カヌー愛好者がツアーとして始めた。
1998年 釧路川源流域ネットワーク発足
2000年 北海道アウトドアガイド資格制度が始まる。
2003年屈斜路湖にてツアー中にカヌー転覆事故。（2人死亡）
安全対策等が整備される。
2004年頃からツアー形態が多様になってくる。
2009年～2013年「リバーフェス」弟子屈町民を対象とした川下りイベント開催。

◉2017年
訪日外国人観光客が増加。釧路川源流など水辺の利用が拡大傾向に。
水上バイク、SUPなども増加
◉2019年
事業者間で釧路川周辺の利用規定（自主ルール）を策定。
湧き水地帯の水草の減少、水鳥が少なくなってきているという意見が会議で上がる。
◉ 2020年
コロナ禍によりツアー数が激減。
環境省補正予算事業 により、屈斜路湖、釧路川を広域にわたるゴミ拾い活動。 
源流域の持続可能な利用に関する会議を開く。
釧路川源流域ネットワーク憲章・ルール策定することを決定。
倒木処理報告・検証の義務化、モニタリングなど、持続可能な河川利用の方向性を決定。
 ◉ 2022年
自然公園法に基づき、屈斜路湖での動力船の乗り入れが原則禁止となる。
◉ 2023年
コロナ禍収束。再び水辺は賑わい を見せる。SUP、パックラフトなど遊び方の多様化。
◉2024年 カヌーツアーのスタート地点（私有地）の立ち入り禁止

経過
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